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平 成 ２８ 年 度 
 

 
 
 
 

前田会長の挨拶に始まり、来賓の井崎義治流山市長、海老原功一流山市議会議

長、小宮清子千葉県議会議員、武田正光千葉県議会議員から祝辞をいただき、鈴

木孝夫流山市社会福祉協議会長、宮島芳行流山市健康福祉部長、横山友二流山市

高齢者生きがい推進課長の紹介がありました。 

海老原常務理事から出席者 129名、委任状及び議決権行使者が 381名、計 510

個の議決権があることの報告がありました。 

議長に選任された 5地区の加藤吉彦氏の進行により、梨本毅監事による「平成

27年度監査報告」が行われ、次いで福留事務局長から報告第 1号「平成 27年度

事業報告について」報告が行われました。その後議案の審議に入り、議案第 1号

「平成 27年度決算について」 議案第 2号「理事 18名の選任について」 議案

第 3号「監事 2名の選任について」が上程され全て原案のとおり可決されました。 

総会終了後、直ちに臨時理事会が招集され新たな役員が選出されました。会長

は 2地区の前田良助氏、副会長は 4地区の根岸秀男氏、常務理事は海老原廣雄氏

に決まりました。                     （事務局・記） 
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高めよう自主・自立・共働・共助の基本理念 
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平成２８年６月１２日（日） 初石公民館にて開催  
平成２７年度 監査報告 事業報告 決算承認 
平成２８年度 理事・監事選任 

前田会長 

根岸副会長 

海老原常務理事 



 
 

          

『平成 28年度第 2回理事会』 5月 9日（月） 
 
【報告事項】 
① 冒頭に会長から熊本地震に対してお悔やみとお見舞いの挨拶がありました。 
② 平成 28年 3月(27年度末)の運営状況は、前年比会員数で 11名増、就業率で 0.8%の減、

契約額で 9,215 千円の減となりましたが、減少分は派遣事業で県シ連扱いになったため
で概ね前年度並みとなりました。 

③ 中長期計画の１年目を経過しての状況報告がありました。初年度として就業率は達成した
ものの、他の項目はこれからの課題になります。 

④ 5月 2日に 27年度の会計監査が行われました。 
 

【協議事項】 
① 4月の新入会員 9名（男性 7名・女性 2名）の承認と退会会員 9名の報告がありました。 
② 平成 28年度定時総会の議案書について説明があり、内容を討議しました。 
③ 総会に提出する議案書作成のスケジュールについて確認しました。 
④ 総会の役割分担について検討し、6月の理事会で確定することとしました。 
⑤ 8月 1日に委嘱する新班長の選出方法について検討しました。 

（加藤 吉彦・記） 
 
  

      
『事業運営推進委員会』 6月 1日（水） 
①センター事業運営状況 ②会員の状況（新入会員および退会会員） ③各委員会の活動状

況 ④平成 28 年度定時総会 ⑤新理事・監事及び委員会構成と事業計画 ⑥地区班長及び職
群班長の委嘱 ⑦地区懇談会 等について協議しました。        （平澤 正征・記） 
 
『安全就業対策委員会』 5月 12日（木） 
 28年度の実施事業について、先に提出していた事業計画案に基づいて話し合い、新年度の役
員に引き継ぐことに合意しました。                 （工藤 新治・記） 
 
 

 

 

 

 
 
 
『3館合同バスハイクを実施』 5月 16日（月） 
平和台、南流山、名都借の 3福祉会館恒例のバス

ハイクを開催しました。東部公民館及び南流山福祉
会館の前で参加者を乗せたバスは、守谷の朝日ビー
ルの工場見学を行い、野田市の割烹紫乃で昼食をと
り、キッコーマン醤油工場を見学、最後に清水公園
へ移動し新緑を満喫し、楽しい一日を惜しみつつ帰
路につきました。     （三好 久比古・記） 

 
『南流山福祉会館・春の会館まつり』 5月 14日（土）・15日（日） 

 14日は大広間でカラオケ大会を開催し観客 100名の中、50
曲の熱唱で大いに盛り上がりました。15日は囲碁講座開催で、
初心者の方を中心に熱心な指導が行われました。両日とも体育
館では、親子で遊ぼうという企画で、折り紙・ボール遊び等で
楽しんでいただきました。今後はさらに内容を充実見直して、
利用者の皆さんに楽しんでいただける企画を提案していきた
いと思っています。          （大須賀 彰・記） 

 
    

（２） 

委 員 会 

活 動 報 告 理 事 会 
 

永年功労（会員として 10年以上）の方をご紹介します。 （氏名敬称略・会員登録順 15名） 
今後とも、ご活躍を祈念申し上げます。      ＜平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日登録＞   
 
早川 勝、渋井小四郎、新川 烈、横山攻三、吉村武幸、星山秀夫、大塚 功、山田政利、 

高 幸平、平澤正征、後村幸子、石野目 進、内田員経、鈴木壮弘、菊川砂代子  

あわてない 余裕の心が 事故防ぐ 



 
     
 
 
『平成 28年度第 2回役員会』 5月 6日（金） 
①ウォーキングについて最終検討をしました。 ②総会（6月 12日開催）の手順を打合せまし

た。③歌声広場（6月 24日開催）の確認をしました。            （上 辰男・記） 
 

ウォークで新しい流山の魅力を体感  5月 22日（日）  
3.4km（①～⑥）の短いコースで

したが、新しくなっていく流山市の
魅力を感じることができました。 

①朝 10 時、おおたかの森駅 TX

改札前広場に集合。②広場北側から
流山市総合施設建設予定地を見る。
市施設、音楽ホール、ホテル、住宅
等で構成される複合施設となると
のこと。③県立市野谷の森公園（通
称おおたかの森公園）建設予定地入
口へ移動。森入口の爽やかで涼しい
緑に癒される。④おおたかの森セン

ターで休息。西洋美術館風の小中併設校は、国の指定を受け英語教育に力を入れているとのこと。⑤円
東寺で制作中の立木観音（根のある樹木に彫刻した仏像）を見学し、住職から石造十二神将（市指定文
化財）等のお話を聴く。⑥4 月 1 日にオープンした、「するスポーツ」「観るスポーツ」「支えるスポー
ツ」の殿堂キッコーマンアリーナへ移動。当日はストリートダンス大会が開催されており、人出が多く
食事する場所がなく、残念でしたが弁当を配り解散となりました。       （加藤 功三・記）   

同 ゴルフ同好会 6月 16日(木)   8：45 スタート 野田市ＰＧ・ひばりコース 

好 パソコン同好会 6月 21日(火)  15：00 ～ コミュニティプラザ（今回は 15時開始） 

会 写真同好会 6月 28日(火)  15：30 ～ コミュニティプラザ 
  
『下花輪福祉会館で健康講座とハワイアンコンサートを実施』 

下花輪福祉会館（ほっとプラザ下花輪）では、5
月 21日（土）に「健康講座」を 22日（日）に「ハ
ワイアンコンサート」を開催しました。健康講座は、
成人病予防協会東葛健康管理士会の国府利武先生
と藤田抄子先生に「酸素と食事と健康」についてお
話を頂きました。ハワイアンコンサートは、当館で
研鑽を積んでいるハワイアンバンド『オハナ・レイ』
の他 3バンドとフラダンスグループ『メ・ケ・アロ
ハ』に出演をして頂きました。両日とも定員オーバ
ーの大盛況でした。           （黒沼 靖雄・記） 

 

成年後見制度について（2） ＜前号より続く＞ 
 
１ 成年後見制度発足の経緯 

2000年（平成 12年）4月 1日に民法が大幅に改正され施行されました。従来の「禁治産者、
準禁治産者」制度では、対象者がある程度重い精神障害のある方に限定され、かつ保護の内容
も画一的・硬直的であると云われました。更に戸籍に記載されるという差別的な内容でもあり
ました。 
それに代わって、新しい制度が、ノーマライゼイション（障害者や高齢者が他の人々と等し

く生きる社会・福祉環境の整備、実現を目指す考え方）の理念が浸透し権利擁護の考え方が広
がる社会情勢を背景に始まったと云えます。 

従来の財産の保全を中心とする制度から、対象者の生活支援のための「財産管理」及び日常
生活・療養看護に関する契約行為等を支援する「身上監護」を行う制度に改正されたというこ
とになります。 ＜次号に続く：残り３回掲載予定＞         （西村 貞男・記） 

        

（３）  
♪歌声広場♪   6月 24日（金） 午後 1:30～ 

場所：流山シルバー人材センター２階  参加資格：流山シルバー会会員 

および シルバー人材センター会員   ＜車での来場はできません＞ 

 

流シ会だより 
「流シ会」は「流山シルバー会」

の略称です 

 

 

 

立木観音 

市野谷の森の入口にて 

このヒヤリ 忘れず生かし 安全作業 



＜編集委員＞ 

加藤吉彦   西村貞男 

神田英子   海老原廣雄 

小林富二男 

 

 

 

６ 月 の 予 定  ７ 月 の 予 定 

日 曜 行 事 予 定  日 曜 行 事 予 定 

１６ 木   １ 金  

１７ 金 適正就業委員会  ２ 土 学習教室 

１８ 土 学習教室  ３ 日  

１９ 日   ４ 月  

２０ 月 館長等会議  配分金支払日  ５ 火  

２１ 火 入会登録説明会（南流山Ｃ）  ６ 水 事業運営推進委員会 

２２ 水   ７ 木 安全就業対策委員会 学習教室 

２３ 木 学習教室  ８ 金 適正就業委員会 広報編集委員会 

２４ 金   ９ 土 学習教室 

２５ 土 学習教室  １０ 日  

２６ 日   １１ 月 理事会 

２７ 月    １２ 火  

２８ 火   １３ 水  

２９ 水   １４ 木 学習教室 

３０ 木 学習教室  １５ 金 「シルバー流山」発行 
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 
②其山 千珠子 ②原 秀夫   ④今井 明雄  ⑦石橋 賢治 ⑧本間 之尉 
⑨櫻井 博   ⑨小堀 正昭  ⑩三好 晋司 
 

◎熱中症に注意しましょう！こうして防ごう熱中症！ 
人の体に含まれる水分量は、加齢とともに少なくなります。高齢者には、水分が多く含まれている筋肉量が少

ないことが原因のひとつと考えられています。 
水分と塩分は、汗で失われてしまいます。たくさんの汗をかいたときに水だけ飲んでいると、体の塩分濃度が

下がり、筋肉のけいれんなどを引き起こします。イオン飲料やナトリウムを含んだスポーツドリンクならば、水分と同
時に適量の塩分をとることができます。（参照：最新・熱中症対策 （株）映像研発行） 

 
◎シルバー人材センターのキャッチフレーズ募集（公益社団法人 全国シルバー人材センター事業協会） 
平成28年は、シルバー人材センターが法制化されて30年の節目に当たります。全国シルバー人材セン

ター事業協会では、記念すべき年に、より多くの方にシルバー人材センターについて知っていただくた
め、親しみがもてる覚えやすいキャッチフレーズを募集します。応募方法は次のとおりです。 

①趣旨：シルバー人材センター事業の理念、社会的意義、活動内容等を幅広く社会に訴える親しみが
もてる覚えやすいキャッチフレーズを募集 ②募集締切：平成28年8月12日必着（郵送は当日消印有効）
③応募資格：どなたでも応募できます。ただし、未発表の自作のものに限ります。④応募方法：公益社
団法人 全国シルバー人材センター事業協会のホームページ（http://www.zsjc.or.jp）から応募用紙をダ
ウンロードし、必要事項を記入のうえ、郵送、ＦＡＸまたはＥメールで応募。Ｅメールの場合の件名は
「キャッチフレーズ応募」会員は、所属のシルバー人材センター名を記入 ⑤賞：最優秀賞（1点）賞状
と副賞（賞金3万円）、優秀賞（2点）賞状と副賞（賞金1万円）⑥発表：入選作品は、平成28年9月末ま
でに発表。入選作品の作者には直接通知 

 
◎県シ連 安全・適正就業強化月間 （7月1日～31日） 

7月は、安全・適正就業強化月間です。自己管理を徹底するとともに、機械・器具及び安全保護具の点
検と整備等、安全意識の高揚を図り、事故ゼロを目指すとともにお客様に信頼されるシルバー事業を構
築しましょう。 

 
  

  

総会が終わりました。2年に 1度の役員改選も行われ、新しい体制で出発します。「継
続は力なり」を貫きつつ「心機一転」を期待しています。中長期計画の実現には相当
の努力が必要と思われます。会員一人ひとりが、新しい体制に寄り添って支援するこ
とが望まれます。諸事業に積極的な参加をお願いします！！ 

 
 

 会 員 数：平成２８年５月３１日現在 

計 ７３９ 男性 ５９７ 女性 １４２ 

（４） 

事 務 局 だ よ り  

事務局 

電 話  ７１５５－３６６９ 

F A X  ７１５４－１８３９ 

気を抜かず 今日も心に 初心者マーク 

 


